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Ⅰ 計画の位置付け等 

１ 策定の目的 

この計画は、国が平成２５年度に策定した「インフラ長寿命化基本計画」および 

県が平成２７年度に策定した「福井県公共施設等総合管理計画」に基づき、施設類型

ごとの具体の対応方針を定める長寿命化計画（個別施設計画）である。 

予防保全的な維持管理や計画的な修繕等を効果的に実施し、利用者の安全・安心を

確保するとともに、施設の長寿命化を推進し、ライフサイクルコストの縮減や費用の

平準化を図る。 

 

 

 

２ 対象施設 

港湾空港課では港湾5港を管理しており、その港に近接した16地域の海岸について管

理を行っている。海岸保全施設として整備してきた護岸や離岸堤等の海岸保全施設173

施設を本計画の対象とする。  

No. 港湾名 海岸保全区域 

1 福井港 

宿・米ケ脇 

新保 

福井 

2 鷹巣港 

和布 

蓑 

松影 

3 敦賀港 江良 
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※対象施設については、その後の事業変化等により適宜見直す。 

 

 

３ 対象期間 

 本計画は、福井県公共施設等総合管理計画の推進にあたり、海岸保全施設ごと

の具体な対応方針を定めるものであることから、計画期間の終期は、同計画と同

じとする。 

 なお、計画期間内にあっても、各対象施設の状態は、経年劣化等によって時々

刻々と変化することから、本計画は適宜見直すものとする。 

  

赤崎・鞠山 

松島 

常宮 

鯉川・長井 

4 和田港 

本郷 

犬見 

和田 

和田２ 

5 内浦港 音海 

合計 5海岸 16地区 
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Ⅱ 対策の方針 

１ 現状 

 今回対象とする３２６施設はそれぞれ水域施設約４，４１８，０００m2、外郭

施設約１８，７００ｍ、係留施設約１３，６００ｍ、臨港交通施設約４５，３０

０ｍであり、うち整備後５０年を経過するものが現在約２８％であり、２０年後

には約７６％と急速に老朽化が進行していく見込みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―１ ５０年以上経過する海岸保全施設の割合 

 

２ 課題 

 急速に老朽化が進む一方で維持管理、更新・修繕に充当できる財源には限りが

あり、港湾機能を安定かつ効率的に確保していくためには計画的に維持管理をし

ていくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 
（２０２１年度） 

令和２３年度 
（２０４１年度） 
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施設の性能が低下 

施設の性能が保持 
出典：「海岸保全施設維持管理マニュアル（令和２年６月）」P74 

出典：「海岸保全施設維持管理マニュアル（令和２年６月）」P1 

Ⅲ 対策の方針 

１ 基本的な考え方 

（１）点検に基づく健全度評価の実施 
 日常的なパトロールによる日常点検に加え、点検計画に基づく定期点検を実

施し、施設全体としての変状や防護機能の低下を把握するための健全度評価
を４段階（Ａ〜Ｄ）で⾏う。 

 
表−２ 健全度評価における変状の程度 

 
 

 

 

 

 

（２）健全度評価や優先度を踏まえた予防保全型による維持管理の実施 
 大規模な修繕や更新をできるだけ回避するため、従来の事後保全型の維持管

理から計画的かつ予防保全型の維持管理への転換を図り、ライフサイクルコ
ストの低減を図る。 

 健全度評価の結果に加え、背後地の状況等を総合的に勘案した優先度に基づ
き、修繕等の実施時期を決定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図−２ 予防保全型の維持管理の概念図 
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出典：「海岸保全施設維持管理マニュアル（令和２年６月）」P97 

Ⅳ 対策の内容 

１ 長寿強化対策の推進 

海岸ごとに策定した長寿命化計画に基づき、ライフサイクルコストの低減に向け

た長寿命化対策の実施を推進する。 

修繕対策工法の選定においては、対象施設の変状の種類や程度を踏まえて新技術

等の導入を検討し、ライフサイクルコストの観点から最適な工法を選定する。 

 

表−３ 海岸保全施設の修繕対策工法の例 

 

 


